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Building an Annotated Corpus and a Lexical Database of Modern Hebrew in XML
                             Tsuguya Sasaki
On the Cleft Sentence and the`Nominalized'Sentence in Irish …Chive NﾘUﾘ
シュメール語の動詞接尾辞における母音の同化について         森 若葉
キルギス語において使役が受動の意味をもつとき          大峙 紀子
華夷課語丙種本『 靱課語』におけるモンゴル語について      越智 サユリ
ァムドチベット語チャプチャ―チェルジェ牧民方言の音声分析      鈴木 博之
ロシア所蔵チベット語珍袖本について(1)              臼井 聡子
ロシア所蔵ウイグル語断片の研究4






















(2)研 究 ノー ト
(3)懇 話 会要 旨
2。研究論 文
 論文は完全原稿 を提 出す る こと。採用論文 につ いては後 日フロッピーデ ィス
ク(MOデ ィス ク、 CDRな ども可)を提出す る。電子 メールで の投稿 も可能で
すので、 ご相談下 さい。
(1)原 稿枚数 図表な どを含めてA4版 用紙30枚 程度 とす る。
(2)文 字 のサイズ1日 本語論文は明朝体izポ イ ン ト(1行37字 程度)・1ペ ー
ジ35行 程 度 、欧 文 論 文は12ポ イ ン ト ・1ペ ー ジ35行 程度(i.sス ペ ー ス
程度)と す る。
(3)原 稿 の余 白設 定 等:各 ペー ジ のマー ジ ンを上下 左右:30、35、30、30㎜
 と る。ペ ー ジ番号 は印字せ ず 、右下 隅 に鉛 筆 で 記入す る。
(4)タ イ トル と氏名:1ペ ージ目のはじめにタイ トル と氏名(中央揃え)を入れ
 ること。タイ トルは14ポ イ ン ト太字とす る。なお、タイ トル の上部 には
 2行 分の余白を設け、タイ トル と氏名の間に1行 分、氏名 と本文は じま
 りとの間 に2行 分の余白を設ける。
(5)注 について:注 は通 し番号をつけ、各ページの末尾にお く。文字サイ ズ
 は10～11ポ イ ン トとすることが望ましい。
(6)要 旨:A4版 用紙1枚 の要旨を付ける。要旨は本文 と異なる言語で書 くの
 が望 ましい。要 旨にもタイ トル ・氏名を入れる。スタイルや タイ トル ・氏
 名の体裁 については上記に準ずる。要旨文 のは じまりの左上部に 「要 旨」
「Abstract」 等 と太字 で表 記 し、要 旨文 の は じま りと の問 に1行 分 の余
白を設 ける こ と。
(7)採 否:原 稿の採否については、編集委員会で決定させ ていただき ます。
(8)原 稿締切 日:2005年6月30日




(1)原 稿枚数:図 表な どを含 めA4版 用紙10枚 程度 とす る。
(2)そ の他、スタイル等は、論文に準ずる。





(1)原 稿枚数はA4版 用紙1枚 とす る。
(2)そ の他、スタイル等 は、論文に準ずる。
(3)原 稿締切 日:懇 話会発表当 日
5。連絡先
投稿は下記住所 にて受け付けます。
〒606-8501京 都市左京 区吉田本町 京都大学大学院文学研究科 言語学研究室
       電 言舌ノFax:(075)753-2827
電 子 メ ー ルlKULR@ling.bun.kyoto-u.ac.jp
6。その他
・採用された原稿及び フロッピーデ ィスク類 は返却 いた しません。
・晩Xで 執筆す る場合は、上記 の書式に合わせたスタイル ファイル を用意 し
ていますので、編集委員 まで ご連絡下 さい。
・抜き刷 りの印刷費用は原則 として投稿者の負担 とさせていただきます。
・執筆者には、掲載号を一部進呈いたします。
・第24号 は、2005年12月 発行 を予定 しています。
一220一
編集後記
 『京都大学言語学研究』 第23号 も無事発行 の運び とな りま した。編集作業
にあた りご尽力いただいた多 くの方々に対 し、改 めて ここに謝意を表 します。
 本誌 はよ り良い雑誌 を 目指 し、今後 も様 々な点が変わってい くと思います。
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